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Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
和
平
交
渉
は
優
先
課
題

　
二
〇
〇
八
年
八
月
に
入
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
軍
と

イ
ス
ラ
ー
ム
急
進
派
の
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
解
放
戦
線

（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の
戦
闘
が
激
化
し
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
中

部
の
北
コ
タ
バ
ト
州
に
拡
大
し
た
交
戦
で
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側

と
政
府
軍
双
方
で
約
五
〇
人
が
死
亡
、
住
民
一
六
万
人

が
避
難
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平

を
最
優
先
課
題
と
し
て
き
た
ア
ロ
ヨ
政
権
は
苦
境
に
直

面
し
た
。

野
　
沢
　
勝
　
美

　
戦
闘
激
化
で
遠
の
い
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平

交
渉
の
争
点
は
「
父
祖
伝
来
の
土
地
」
問
題

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
反
政
府
勢
力
は
三
グ
ル
ー
プ
あ
る
。
一
九
七
六
年

に
発
足
し
た
モ
ロ
民
族
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
）
、
七

七
年
に
こ
の
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
か
ら
路
線
対
立
で
分
離
し
た
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
、
お
よ
び
九
〇
年
代
に
存
在
が
顕
在
化
し
た
誘

拐
事
件
を
繰
返
す
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ラ
モ
ス
政
権
下
の
一
九
九
六
年
九
月
に
政
府
は
最
大

の
イ
ス
ラ
ー
ム
反
政
府
勢
力
で
あ
る
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
と
和
平

協
定
に
調
印
し
、
積
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ

和
平
の
枠
組
み
構
築
が
進
行
し
て
き
た
。

　
急
進
派
の
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
に
関
し
て
は
、
エ
ス
ト
ラ
ダ
政

権
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
、
政
府
軍
が
マ
ギ
ン
ダ
ナ
オ

州
の
根
拠
地
を
集
中
攻
撃
し
、
ア
ブ
バ
カ
ル
基
地
を
陥

落
さ
せ
た
。
こ
の
戦
闘
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
代
史
上
ま
れ

に
み
る
反
政
府
勢
力
制
圧
作
戦
で
、
ラ
モ
ス
政
権
の
和

平
構
築
は
水
泡
に
帰
し
た
（
詳
細
は
本
所
報
第
九
九
号

参
照
）。

　
一
方
、
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
マ

レ
ー
シ
ア
領
の
シ
パ
ダ
ン
島
か
ら
外
国
人
観
光
客
ら
二

一
人
を
誘
拐
し
、
身
代
金
を
要
求
し
た
。
リ
ビ
ヤ
政
府

の
仲
介
で
人
質
全
員
が
解
放
さ
れ
た
が
、
同
グ
ル
ー
プ

は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ス
ト
犯
罪
の
脅
威
を

定
着
さ
せ
た
。
し
か
し
近
年
、
比
米
両
軍
の
合
同
演
習

に
よ
り
そ
の
行
動
は
封
じ
込
め
ら
れ
た
。

　
二
〇
〇
一
年
二
月
に
発
足
の
ア
ロ
ヨ
政
権
の
重
要
か

つ
優
先
課
題
は
、
エ
ス
ト
ラ
ダ
政
権
が
崩
壊
さ
せ
て
し

ま
っ
た
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
の
再
構
築
で
あ
る
。

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
い
て
か
く
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
反

政
府
勢
力
が
台
頭
す
る
根
底
に
は
開
発
の
遅
れ
が
あ

る
。
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
原
住
民
の
多
く
が
居

住
す
る
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
区
（
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｍ
）
に
お
い
て
は
こ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
同
自
治
区
の

一
九
九
九
年
の
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
九
九
一

ペ
ソ
と
全
国
平
均
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

二
〇
〇
〇
年
の
貧
困
者
比
率
は
六
八
・
六
％
（
全
国
平

均
は
三
四
・
二
％
）、
飲
料
水
充
足
率
は
二
九
・
一
％

（
同
七
八
・
一
％
）、
清
潔
な
ト
イ
レ
普
及
率
は
三

一
・
二
％
（
同
八
〇
・
四
％
）、
家
庭
電
化
率
は
三

三
・
九
％
（
同
七
二
・
三
％
）
で
あ
る
。
ア
ロ
ヨ
政
権

が
策
定
の
「
中
期
開
発
計
画
」
（
二
〇
〇
一
│
〇
四

年
）
に
お
い
て
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
和
平
と
住
民

の
経
済
社
会
地
位
向
上
の
同
時
着
手
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
以
上
の
前
提
と
し
て
、
和
平
協
定
の
残
さ
れ
て
い
た

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
和
平
、
停
戦
交
渉
開
始
が
必
須
と
な
っ

た
。
ア
ロ
ヨ
政
権
は
政
権
発
足
後
間
な
く
二
〇
〇
一
年

六
月
に
リ
ビ
ヤ
に
お
け
る
交
渉
で
安
全
保
障
、
修
復
、

父
祖
伝
来
の
土
地
問
題
を
議
題
と
す
る
和
平
交
渉
開
始

に
合
意
し
、
同
年
七
月
に
は
双
方
全
面
停
戦
し
た
。

　
停
戦
を
受
け
和
平
交
渉
が
継
続
さ
れ
た
。
し
か
し
政

府
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
双
方
は
「
バ
ン
サ
・
モ
ロ
（「
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒
の
国
」
の
意
）
問
題
の
交
渉
に
よ
る
政
治
的
決

着
、
永
続
的
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
」
を
再
確
認
し
た
も
の

の
、
バ
ン
サ
・
モ
ロ
問
題
の
根
幹
を
な
す
ス
ペ
イ
ン
統

治
下
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
失
っ
た
と
す
る
共
同
体
所

有
の
「
父
祖
伝
来
の
土
地
」
問
題
で
行
き
詰
っ
た
。

　
そ
の
後
の
歩
み
寄
り
で
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
の
拡

大
と
拡
大
自
治
区
を
統
治
す
る
バ
ン
サ
・
モ
ロ
司
法
独

立
機
構
（
Ｂ
Ｊ
Ｅ
）
の
新
設
を
主
張
し
た
。
最
終
的
に

双
方
は
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
自
治
区
の
範
囲
拡
大
な

ど
で
基
本
合
意
に
達
し
て
い
る
。
ア
ロ
ヨ
大
統
領
が
政

府
原
案
を
承
認
し
、
二
〇
〇
八
年
八
月
五
日
に
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
ケ
ニ
ー
米
大
使
な
ど
外
交
団
立
ち
会
い
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Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
戦
闘
激
化
で
和
平
調
印
見
送
り

　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
、
覚
書
の
調
印
を
最
高
裁
が
一
時
差
し

止
め
た
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
が
実
施
の
延
期
を
求
め

て
き
た
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
選
挙
を
政
府
が
予
定
通
り
強
行
し
た

こ
と
に
反
発
し
、
強
硬
姿
勢
を
と
っ
た
。
政
府
軍
も
攻

撃
で
こ
れ
に
対
抗
し
、
八
月
一
〇
日
に
始
ま
っ
た
政
府

軍
と
の
戦
闘
は
さ
ら
に
激
化
し
た
。
北
コ
タ
バ
ト
州
や

バ
シ
ラ
ン
州
で
は
一
二
日
ま
で
に
双
方
で
五
〇
人
が
死

亡
、
住
民
一
六
万
人
が
緊
急
避
難
す
る
事
態
に
な
っ

た
。
か
か
る
大
規
模
な
戦
闘
は
、
前
述
の
エ
ス
ト
ラ
ダ

政
権
期
に
ア
ブ
バ
カ
ル
基
地
制
圧
以
来
八
年
ぶ
り
で

あ
っ
た
。

　
ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
軍
事
力
を
後
ろ
盾
と

し
た
交
渉
手
法
を
非
難
し
、
戦
闘
が
激
化
し
た
現
状
で

は
覚
書
調
印
を
見
合
わ
せ
る
と
言
明
し
た
。

　
最
終
的
に
、
一
〇
月
一
四
日
に
最
高
裁
が
覚
書
は
違

憲
で
あ
る
と
政
府
敗
訴
の
判
決
を
下
し
た
。
ま
た
、
統

の
も
と
「
父
祖
伝
来
の
土
地
認
知
に
関
す
る
覚
書
」

（
以
下
、
覚
書
）
に
調
印
す
る
手
筈
が
整
っ
た
。

　
覚
書
の
要
点
は
、
前
述
の
一
九
九
六
年
の
政
府
と
Ｍ

Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
和
平
協
定
の
全
面
否
定
を
前
提
に
、
次
の
四

点
か
ら
な
る
。
①
基
本
認
識
と
し
て
父
祖
伝
来
の
土
地

の
認
識
は
、
バ
ン
サ
・
モ
ロ
、
歴
史
文
化
の
固
有
性
尊

重
を
基
盤
に
置
く
。
②
対
象
範
囲
は
、
現
行
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ

に
隣
接
の
七
三
五
バ
ラ
ン
ガ
イ
（
村
）
で
一
年
以
内
に

実
施
の
住
民
投
票
を
実
施
す
る
Ａ
地
域
、
Ｂ
Ｊ
Ｅ
の
外

に
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
共
同
体
を
含
む
地
域
で
二
五

年
以
内
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
Ｂ
地
域
、
Ｂ
Ｊ
Ｅ
の

沿
岸
一
五
キ
ロ
の
海
域
で
あ
る
Ｃ
地
域
と
す
る
。
③
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
域
内
に
存
す
る
総
て
の
資
源
は
Ｂ
Ｊ
Ｅ
の
支

配
、
管
理
下
に
お
き
、
Ｂ
Ｊ
Ｅ
に
七
五
％
、
比
政
府
に

二
五
％
を
配
分
す
る
。
④
覚
書
事
項
は
現
行
法
体
系
、

憲
法
の
改
正
を
な
す
こ
と
で
有
効
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
を
盛
り
込
ん
だ
覚
書
に
つ
い
て
、
法
律
的
効

力
を
有
せ
ず
と
の
論
議
が
提
示
さ
れ
た
。
憲
法
学
者
の

ベ
ル
ナ
ス
神
父
は
、
覚
書
は
議
会
が
決
定
す
べ
き
事
項

を
盛
り
込
ん
だ
一
片
の
文
書
に
過
ぎ
な
い
と
喝
破
し
た
。

　
憲
法
論
議
は
訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
、
Ｂ
Ｊ
Ｅ
に
対
す

る
広
範
な
権
限
委
譲
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
、
北

コ
タ
バ
ト
州
知
事
、
ロ
ハ
ス
上
院
議
員
が
最
高
裁
に
対

し
て
覚
書
の
違
憲
認
定
と
調
印
の
一
時
差
し
止
め
を
提

訴
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
調
印
予
定
日
の
前
日
で
あ
る

八
月
四
日
に
最
高
裁
が
調
印
差
し
止
め
の
仮
処
分
を
出

し
た
の
で
あ
る
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
一
一
日
に
は
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
の
六
州
（
図
参
照
）
で
の
六
回
目
の
首
長
選
挙

が
控
え
て
い
た
こ
と
で
一
挙
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。

治
対
象
地
域
に
含
ま
れ
る
予
定
の
地
方
政
府
首
長
に
事

前
協
議
な
く
し
て
覚
書
を
策
定
し
た
点
に
つ
い
て
も
国

民
の
知
る
権
利
を
侵
害
し
た
と
の
違
憲
判
断
を
示
し

た
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　
経
済
界
の
覚
書
に
対
す
る
反
応
は
早
か
っ
た
。
最
も

伝
統
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議
所
の
ラ
ク
ソ
ン
会

頭
は
、
覚
書
は
投
資
家
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る

で
あ
ろ
う
と
警
告
を
発
し
た
。
ま
た
各
界
に
強
い
影
響

力
を
も
つ
マ
カ
チ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
手
続
き
に

お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
欠
陥
を
含
ん
で
い
る
と

し
、
Ｂ
Ｊ
Ｅ
の
設
立
に
反
対
を
表
明
し
た
。

　
筆
者
は
八
月
一
八
日
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市
で

開
催
の
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
平
和
と
発
展
の
た
め

の
中
央
政
府
・
地
方
政
府
・
経
済
界
の
対
話
セ
ミ

ナ
ー
」
に
出
席
し
た
。
こ
の
場
の
論
議
の
中
心
は
Ｂ
Ｊ

Ｅ
に
よ
る
資
源
支
配
と
配
分
方
式
で
あ
っ
た
。
同
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
し
た
外
国
企
業
関
係
者
は
、
総
じ
て
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｆ
と
の
和
平
達
成
に
悲
観
的
見
解
を
示
し
て
い
た
。

　
外
国
企
業
、
在
マ
ニ
ラ
の
大
企
業
は
、
覚
書
が
実
行

に
移
さ
れ
れ
ば
開
発
利
益
が
損
な
わ
れ
る
と
の
認
識
で

あ
る
。
か
か
る
認
識
に
反
発
し
、
政
府
に
こ
の
変
革
を

迫
っ
て
き
た
の
が
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
和
平
交
渉
に
向
け
た
基

本
方
針
で
あ
っ
た
。

　
結
果
と
し
て
、
ア
ロ
ヨ
政
権
に
よ
る
違
憲
の
覚
書
は

そ
の
意
図
と
は
反
対
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
に
よ
る
現
体
制
不

信
と
反
政
府
感
情
を
高
揚
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
一
一
月
一
日
記
）

（
の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）

　
経
済
界
は
一
斉
に
覚
書
に
反
対
を
表
明

(図)

ミンダナオ島全図

⑥タウイタウイ州

⑤スルー州
④バシラン州スルー諸島

ムスリム・ミンダナオ自治区(ARMM)

③シャリプ
　カブンスアン州

②マギンダナオ州

北コタバト州

ダバオ

①南ラナオ州

○

（①～⑥の 6州で構成）
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